
平成 27年 10)司 30 日

特定非営利活動法人日本バイオインフォマティクス学会

第 14回理事会議事録

議長 清水理事長 (定款第 35条による)

議事録署名人の選定

瀬々理事と大林理事が指名 され、全員が承諾 した。

配布資料

議案書 (別紙1～3)

第1号議案補足資料

第5号議案補足資料

議事

(審議、報告事項 )

第1号 NGS現場の会第4回研究会会計報告

岩崎担当幹事より開催報告、会計報告

全会一致承認

第2号 GIW/1nCOb 2015会 計報告

ホートン担当幹事より会計の中間報告

今後、最終報告の後に理事会承認を行うこととする

第3号 JSBiジュニア会員について

正会員、学生会員との棲み分け、会費の改定等と併せて継続審議とする。来年3月 の総会での提案を目指
す

第4号 パRCOBの 位置づけと次回規■COBのスポンサーについて

1 ダ颯COBの位置づけについて

JSBiと して、GIWのサテライト会議に位置付けるよう処 SヽBiに働きかけることを承認

pl

日 時 平成 27年 10月 30日 (金) 1145～ 12も5

京都大学 宇治キャンパス 農学研究科会議室 M-lo5(京都府宇治市 )

(本人出席) 清水理事長、木下再1理事長、)|1島理事、荻島理事、白井理事、水野理事、

五斗理事、大林理事、中尾理事、瀬々理事、浜田理事

(表決書提出) 小寺理事、門田理事、油谷理事、出日理事、松田理事、金井理事、

渋谷理事、山田理事、                 以上 19名 出席扱

(オブザーバ) 木下監事、浅井幹事、岩崎幹事、有田幹事、ホー トン幹事、

水谷 (事務局、書記)

場  所

出 席 者



2 次回 ダ颯 COBのスポンサー

サポート内容、サポート額については継続審議とする

第5号 Oxford JOurnals JSBI Prize選考について

川島理事より本年度の選考過程等について説明

年齢制限等の改定について、大林理事、川島理事、岩崎理事で検討案を作成する

第6号 ゲノム・個人情報保護問題および担当幹事・WGの 設置について

WG設置を承認。荻島理事を担当幹事に任命する

第7号 2016年度、2017年度年会について

2017年度、年会委員長 瀬々理事より説明

2017年度の予定 :

場所I東京国際交流館、プラザ平成 (お 台場)

日時: 9月 29日 (木 )～ 10月 1日 (土 )

)年会 (大会)において、参加者に各幹事よりJSBiの現状報告

第9号 その他

現在、国内にはバイオインフォマティクスの人材養成の拠点がいくつかあり、学会として、それらの活動を何ら

かの形でつなぐ人材養成に関するアライアンスの設立を提案したいとの意見が出された。

‐審議は以上、12も 5に理事会は終了した。

上記の議論を明確にするため、議長及び議事録署名人において次に記名押印する。

平 成 27年 11月 6 日

特定非営利活動法人 日本バイオインフォマティクス

議    長 力寺フK這釈
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